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前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

中央化学株式会社
365-8603

業種名：プラスチック製品製造業（別掲を除く）

プラスチック食品容器製造
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西日本ハブセンター 美作市竹田１４５－２５番地
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主たる業種

県内の
主　な
工場等

岡山工場

埼玉県鴻巣市宮地３丁目５番１号

岡山工場　生産技術課

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

・設備の運用方法変更、更新等で使用電力量を抑える事が出来、CO2排出量が減少。令和4年度は目標達成が出来
た。ただし、電力会社のCO2排出係数が下がっている事もCO2排出量減少の大きな要因となってる。
・追加の省エネ案を検討し今後も継続的に改善を実施する。
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】

　 無

　 無
県内で
の取組

岡山工場
・岡山県ゼロエミッション事業所認定
・ISO14001取得

全社
・資源循環リサイクルの推進（PET製品のC-APG化 ※PETボトルのリサイクル素材）
・環境配慮型素材 製品の開発（プラスチック使用量の削減）

岡山工場 （令和４年度実施分）
・コンプレッサーの運用方法、運転台数の変更
・エア漏れ源の総点検および改修実施
・大型空調機の室外機フィルター総清掃
・変圧器1台をアモルファス変圧器（高効率）へ更新
・生産機モーター3台を 高効率モーターへ更新
・生産機3台のサーボモーターを更新

（今後実施予定分）
・空調用チラーユニットの更新（インバータ機）
・変圧器3台をアモルファス変圧器へ更新

　 無

その他

その他

県内で
の取組

工場等の名称

・月1回 環境管理委員会を開催し、資源ロス改善活動を推進。（ISO14001）
・月1回 省エネ委員会を開催し、省エネ活動を推進。
・弊社独自の「Act-8ゼロ活動」により、生産性向上の取組を実施。
・ユーティリティ設備の稼働台数・圧力の常時監視を実施。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容


